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この度は，統合開発環境 CubeSuite+をご使用いただきまして，誠にありがとうございます。 

この添付資料では，本製品をお使いいただく上での制限事項および注意事項等を記載しております。ご使

用の前に，必ずお読みくださいますようお願い申し上げます。 
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第1章  対象デバイスについて 

V850ES/Sx2 用シミュレータのサポートするデバイス一覧を以下に示します。 

 

愛称 デバイス名 

V850ES/SG1 μPD703249Y,μPD703252Y,μPD703253Y 

V850ES/SG2 

μPD703260Y,μPD703261Y,μPD703262Y,μPD703263Y,μPD703270Y,μPD703271Y, 

μPD703272Y,μPD703273Y,μPD703280Y,μPD703281Y,μPD703282Y,μPD703283Y, 

μPD70F3261Y,μPD70F3263Y,μPD70F3271Y,μPD70F3273Y,μPD70F3281Y, 

μPD70F3283Y 

V850ES/SJ2 

μPD703264Y,μPD703265Y,μPD703266Y,μPD703274Y,μPD703275Y,μPD703276Y, 

μPD703284Y,μPD703285Y,μPD703286Y,μPD703287Y,μPD703288Y,μPD70F3264Y, 

μPD70F3266Y,μPD70F3274Y,μPD70F3276Y,μPD70F3284Y,μPD70F3286Y, 

μPD70F3288Y 

V850ES/SG2-H 
μPD703262HY,μPD703263HY,μPD703272HY,μPD703273HY,μPD703282HY, 

μPD703283HY,μPD70F3263HY,μPD70F3273HY,μPD70F3283HY 

V850ES/SJ2-H 

μPD703265HY,μPD703266HY,μPD703275HY,μPD703276HY,μPD703285HY, 

μPD703286HY,μPD703287HY,μPD703288HY,μPD70F3266HY,μPD70F3276HY, 

μPD70F3286HY,μPD70F3288HY 

V850ES/SG3 
μPD70F3333,μPD70F3334,μPD70F3335,μPD70F3336,μPD70F3340,μPD70F3341, 

μPD70F3342,μPD70F3343,μPD70F3350,μPD70F3351,μPD70F3352,μPD70F3353 

V850ES/SJ3 

μPD70F3344,μPD70F3345,μPD70F3346,μPD70F3347,μPD70F3348,μPD70F3354, 

μPD70F3355,μPD70F3356,μPD70F3357,μPD70F3358,μPD70F3364,μPD70F3365, 

μPD70F3366,μPD70F3367,μPD70F3368 

V850E/SJ3-H 

μPD70F3474,μPD70F3475,μPD70F3476,μPD70F3477,μPD70F3478,μPD70F3479, 

μPD70F3931,μPD70F3932,μPD70F3933,μPD70F3934,μPD70F3935,μPD70F3936, 

μPD70F3937,μPD70F3938,μPD70F3939 

V850E/SK3-H 
μPD70F3480,μPD70F3481,μPD70F3482,μPD70F3486,μPD70F3487,μPD70F3488, 

μPD70F3925,μPD70F3926,μPD70F3927 
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第2章  ユーザーズ･マニュアルについて 

本製品に対応したユーザーズ･マニュアルは，次のようになります。本文書と合わせてお読みください。 

 

マニュアル名 資料番号 

CubeSuite+ V2.00.00 V850 デバッグ編 R20UT2446JJ0100 

CubeSuite+ V2.00.00 メッセージ編 R20UT2448JJ0100 
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第3章  アンインストール時の選択キーワード 

本製品をアンインストールする場合は，統合アンインストーラを使用してCubeSuite+自体をアンインストールして

ください。 
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第4章  変更点 

本章では，V850ES/Sx2 用シミュレータの V3.00.02 から V3.00.03 の変更点について説明します。 

 

4.1 仕様変更 
 

4.1.1 CubeSuite+ V2.00.00に対応 

CubeSuite+ V2.00.00 上でのシミュレーションに対応しました。機能的な変更はありません。 
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第5章  注意事項 

本章では，V850ES/Sx2 シミュレータの注意事項について説明します。 

注意事項は以下の 2 点に分けて説明します。 

・対象デバイスとシミュレータの相違点 ：シミュレータの仕様上，対象デバイスとの動作に差が生まれるもの 

・シミュレータ GUI に関する注意事項 ：シミュレータ GUI ウインドウ使用上の注意事項 

 

5.1 対象デバイスとシミュレータの相違点 
 

5.1.1 非対応の周辺機能について 

シミュレータでは対象デバイスが持つ以下の周辺機能に非対応です(以下の機能はシミュレータではデ

バッグできません)。 

・フラッシュ･セルフ･プログラミング機能 

・CRC 機能 

・ROM コレクション機能 

・CAN コントローラ 

・IEBus コントローラ 

・クロック･モニタ 

・レギュレータ 

・IIC 

 

5.1.2 リセットについて 

低電圧検出回路によるリセットが発生した場合，シミュレータはステータス･バーに「STANDBY」と表示

されます。(実際には，スタンバイ状態になっているわけではなく，リセット状態になっています。) 

また，RESET 端子によるリセットが発生した際，動作に以下の差があります。 

[対象デバイス] 

RESET 端子がロー･レベルになるとリセット状態になります。ハイ･レベルになるとリセット状態が解

除されます。 

[シミュレータ] 

RESET 端子がロー･レベルになってもリセット状態になりません。ハイ･レベルになると，一瞬リセッ

ト状態となり，即座にリセット状態が解除されます。 
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5.1.3 クロック発振回路の発振安定時間，ロックアップ時間について 

シミュレータでは，クロック発振回路の発振安定時間をシミュレーションしていません。このため，発振

安定時間選択レジスタ(OSTS)にどんな値を設定しても，シミュレータの発振安定時間は常に 0 秒となります。

このことから，CCLS レジスタの値も常に 00H となります。 

また，シミュレータでは PLL のロックアップ時間をシミュレーションしていません。PLL ロックアップ時

間指定レジスタ(PLLS)にどんな値を設定してもロックアップ時間は常に 0 秒です。また，ロック･レジスタ

(LOCKR)のビット 0(LOCK ビット)は，上記ロックアップと同時にクリアされます。 

 

5.1.4 メイン･クロック，サブクロックの内蔵帰還抵抗について 

シミュレータでは，メイン･クロック，サブクロックの内蔵帰還抵抗をシミュレーションしていません。

このため，プロセッサ･クロック･コントロール･レジスタ(PCC)の MFRC ビットや FRC ビットの設定にかか

わらず，メイン･クロック，サブクロックは必ず発振します。 

 

5.1.5 ポート機能について 

シミュレータでは以下の 2 条件を両方満たした場合，ポート･レジスタ(P0，PDL など)に書き込みを行な

うと書き込みが無視されてしまいます。以下の条件で書き込みを行なわないようご注意ください。 

[ポート･レジスタへの書き込みが無視される条件] 

・対応するポート･モード･コントロール･レジスタ(PMC0，PMCDL など)のビットが 1 にセットされてい

る(ポートの兼用機能が有効になっている) 

・対応するポート･モード･レジスタ(PM0，PMDL など)のビットが 0 にクリアされている(出力モードに設

定されている) 
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5.1.6 外部割り込み端子のノイズ除去回路について 

シミュレータでは，ノイズ除去回路のシミュレーションを行っていません。このため，例えばノイズ除去

回路が入っている外部割り込み端子や NMI 端子へアクティブ･レベルを入力した場合，アクティブ･レベル幅

が十分でなくても割り込みを受け付けてしまいます。 

以下に例として，INTP0 端子に入力があった場合を考えます。 

対象デバイスの INTP0 端子にはノイズ除去回路が搭載されています。このため，割り込みを発生させるに

は有効エッジを対象デバイスへ入力後，信号のレベルを保持する必要があります。(保持する時間は対象デバ

イスのユーザーズ･マニュアルに記載されています。) 
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しかし，シミュレータの場合はこのノイズ除去回路をシミュレーションしていないため，有効エッジが発

生すれば，割り込みが発生します。(信号のレベル保持が不要です。) 

INTP0 端子への

入力信号 

[対象デバイスの動作(有効エッジが立下りの場合)]

有効エッジ レベル保持が必要 

(V850ES/SJ3 の場合：500n 秒) 割り込みが発生

INTP0 端子への

入力信号 

[シミュレータの動作(有効エッジが立下りの場合)] 

有効エッジと同時に 
割り込みが発生 レベル保持不要 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.1.7 DMAコントローラのシミュレーションについて 

DMA コントローラのシミュレーションに関して，対象デバイスとシミュレータでは転送速度が以下のよう

に異なります。 

[対象デバイス] 

・1回のDMA転送にかかる時間はDMA応答時間+転送元メモリ･アクセス時間+1クロック+転送先メモリ･

アクセス時間です。 

・CPU のバス･アクセスや他チャンネルの DMA のバス･アクセスと DMA の転送タイミングが競合した場

合，優先度の低いバス･アクセスが優先度の高いバス･アクセス完了まで待たされます。 

[シミュレータ] 

・1 回の DMA 転送にかかる時間は 0 クロックです。 

・CPU のバス･アクセスや他チャンネルの DMA のバス･アクセスと DMA の転送タイミングが競合した場

合，同時にバス･アクセスが行なわれます。 
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5.1.8 外部バス･インタフェース機能のシミュレーションについて 

外部バス･インタフェース機能に関して，シミュレーション可能な機能/シミュレーション不可能な機能が

あります。 

[シミュレーション可能な機能] 

・ROM や RAM の接続 

・接続した ROM や RAM に対するアクセス 

[シミュレーション不可能な機能] 

・外部バス関連 SFR のシミュレーション(SFR を設定しなくても外部バス･アクセスできます。) 

・外部バス関連端子の信号レベルをタイミングチャート･ウインドウで確認すること 

 (ハイ･インピーダンスに見えます。) 

・WAIT 端子/HLDRQ 端子への入力(無視されます。) 

・アクセス･スピードのシミュレーション(アクセス時間は常に 0 クロックです。) 

 

外部バスに ROM や RAM を接続する場合，設定はプロパティ･パネルのデバッグ･ツール設定タブで行い

ます。 

・接続するメモリの種類(エミュレーション ROM 領域 or エミュレーション RAM 領域) 

・接続するメモリのアドレス 

を入力することで接続されます。 

この設定によって， 

・外部バスへの書き込み 

・外部バスからの読み出し 

の両方が可能です。 

①このタブを選択 

③外部メモリの種類，アドレスを設定 

④このボタンをクリック 

②このボタンをクリック 
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5.1.9 UARTAのノイズ･フィルタについて 

対象デバイスのアシンクロナス･シリアル･インタフェース A(UARTA)には，入力端子のノイズ除去を目的

として，ノイズ･フィルタがありますが，シミュレータではこれをシミュレーションしていません。シミュ

レータでは，信号にノイズが乗ることが無いため，これをシミュレーションする意味がありません。 

 

5.1.10 UARTA，UARTB注のボーレートについて 

アシンクロナス･シリアル･インタフェース A(UARTA)，B(UARTB)注のボーレートとして 233bps 以下を設

定した場合，正常に動作しません(設定したボーレートよりも高速に動作します)。233bps 以下のボーレート

は設定しないでください。 

 注：SJ3-H，SK3-H のみ 

 

5.1.11 UARTAのボーレート･クロック入力について 

対象デバイスのアシンクロナス･シリアル･インタフェース A(UARTA)には，ボーレート･クロック入力端子

として ASCKA0 端子がありますが，シミュレータではこれシミュレーションしていません。この端子にボー

レート･クロックを入力しても無視されます。 

 

5.1.12 I/Oレジスタの0/1固定ビットについて 

I/O レジスタの中には値が 0 や 1 固定になっているビットがあります。 

例えば，発振安定時間選択レジスタ(OSTS)の場合，ビット 3～7 が 0 固定です。 

 7 6 5 4 3 2 1 0
0 0 0 0 0 OSTS2 OSTS1 OST OSTS S0

 

0 固定のビット  

 

対象デバイスの場合，これらの値を変更することは出来ませんが，シミュレータの場合，値を変更可能で

す。なお，値を変更しても動作に影響は出ません。 

 

5.1.13 A/Dコンバータの安定時間について 

シミュレータでは，A/D コンバータの安定時間をシミュレーションしていません。このため，以下のよう

な動作の差があります。 

[対象デバイスの A/D 変換開始から変換終了の時間] 

・通常変換モード：安定時間+変換時間+ウエイト時間 

・高速変換モード：安定時間+変換時間 

・連続変換モード：安定時間+変換時間(1 回目の変換)，変換時間(2 回目以降の変換) 

[シミュレータの A/D 変換開始から変換終了の時間] 

・通常変換モード：変換時間+ウエイト時間 

・高速変換モード：変換時間 

・連続変換モード：変換時間(1 回目，2 回目以降の変換で変化無し) 
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5.1.14 AVREF0端子，AVREF1端子のデフォルト電圧について 

AVREF0端子のデフォルト電圧(端子に何も接続していない状態の電圧)は 3.3V です。AVREF1端子のデフォ

ルト電圧は 3.6V です。 

 

5.1.15 16ビット･タイマ/イベント･カウンタQのキャプチャ･トリガについて 

シミュレータでは CAN コントローラに対応していないため，16 ビット･タイマ/イベント･カウンタ

Q(TMQ)のキャプチャ･トリガとして，以下の設定は行なわないでください。以下の設定を行なった場合，キャ

プチャ･トリガはかかりません。 

・TIQ02 端子の入力信号として CAN0 の TSOUT 信号を選択 

(セレクタ動作制御レジスタ 0(SELCNT0)の ISEL0 ビットに 1 を設定) 

・TIQ03 端子の入力信号として CAN1 の TSOUT 信号を選択 

(セレクタ動作制御レジスタ 0(SELCNT0)の ISEL1 ビットに 1 を設定) 

 

5.1.16 割り込み応答時間について 

対象デバイスとシミュレータは割り込み応答時間に差分があります。 

[対象デバイス] 

割り込みが発生してから，ハンドラ･アドレスへ分岐するまで最小で 4 クロックかかります。 

[シミュレータ] 

割り込みが発生した瞬間に，ハンドラ･アドレスへ分岐します。 

 

5.1.17 低電圧検出機能について 

シミュレータでは，内蔵 RAM データ･ステータス･レジスタ(RAMS)をシミュレーションしていません。初

期値は対象デバイスと同じ値(0x01)ですが，以下の 3 点に関して動作が異なります。 

・特定シーケンスでなくても書き込みが可能 

・RAM 保持電圧以下を検出しても RAMF ビットに 1 がセットされません。 

・周辺エミュレーション･レジスタ 1(PEMU1)の EVARAMIN ビットに 1 をセットしても RAMF ビットに 1

がセットされません。 

 

5.1.18 チップ・セレクト制御機能について（SJ3-H，SK3-Hのみ） 

シミュレータでは，チップ領域セレクト・コントロール・レジスタ 0, 1（CSC0, CSC1）によるチップ・

セレクト制御機能をシミュレーションしていません。 

 

5.1.19 クロック発生回路の周波数変調について（SJ3-H，SK3-Hのみ） 

シミュレータでは，SSCG の周波数変調，周波数変調率，変調周期の制御をシミュレーションしていませ

ん。 

 

5.1.20 UARTBのFIFOモード時の動作について（SJ3-H，SK3-Hのみ） 

シミュレータでは，FIFO モード時の INTUBnTIT（送信許可割り込み要求信号），INTUBnTIR（受信完了

割り込み信号）の保留モードをシミュレーションしていません。ポインタ・モードと同様な動作をします。 
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5.2 シミュレータGUIに関する注意事項 
 

5.2.1 各種ウインドウ上の操作に関する注意事項 

各種ウインドウ(信号データエディタ･ウインドウ，入出力パネル･ウインドウ，シリアル･ウインドウ)で以

下のキー操作が出来ません。 

・Tab キーや方向キー(←，↑，→，↓)による移動 

・DEL キー，BackSpace キーによる削除 

・Ctrl キー+C，V，X，A，Z，キーによるコピー/ペースト等の動作 

このため，以下のように操作してください。 

・移動   ：マウスにより移動させてください。 

・削除   ：右クリックしてコンテキスト･メニューより行なってください。 

・コピー/ペースト等の動作 ：右クリックしてコンテキスト･メニューより行なってください。 

 

5.2.2 シミュレータGUIウインドウの「閉じる」に関する注意事項 

シミュレータ GUI ウインドウは，「デバッグ･ツールから切断」，もしくは CubeSuite+自体を閉じること

によってしか閉じることが出来ません。(ｘボタンを押すことが出来ません。) 

また，Windows Vista の Aero を有効にした場合，シミュレータ GUI ウインドウのｘボタンが押せるよう

に見えますが，押してもシミュレータ GUI は閉じません。 

 

5.2.3 シミュレータGUIウインドウのヘルプ表示に関する注意事項 

シミュレータ GUI ウインドウで，入出力パネル･ウインドウ等の内部ウインドウが何も開いていない状態

で F1 キーを押してもヘルプが表示されません。 

シミュレータ GUI ウインドウのヘルプを表示する場合，シミュレータ GUI ウインドウの[ヘルプ]メニュー

より[メイン･ウインドウ]を選択してください。 

 

5.2.4 特定ダイアログを開いた場合のデバッグ･ツール切断に関する注意事項 

シミュレータ GUI ウインドウで，以下のダイアログのいずれかを開いたまま，デバッグ･ツールから切断

を行なうと，CubeSuite+が終了する場合があります。デバッグ･ツールから切断を行なう際は，必ず以下の

ダイアログを閉じた状態で行なってください。 

 
・名前を付けて保存 ・ファイルを開く
・新規 ・色の設定
・フォント ・端子選択
・書式設定 ・データ検索
・ループ設定 ・プルアップ/プルダウン設定  
・フォーマット(UART) ・ビットマップの追加
・フォーマット(CSI) ・メッセージ（エラーなど）
・Parts Button Properties ・Parts Segment LED Properties
・Analog Button Properties ・Parts Matrix Led Properties

・Parts Key Properties ・Parts Buzzer Properties  
・Object Properties ・Parts Level Gauge Properties
・Parts Led Properties 
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5.2.5 ホスト･マシンの言語/地域設定に関する注意事項 

日本語版の OS がインストールされているホスト･マシンを使用する場合，言語/地域設定として日本語以

外/日本以外に設定すると，シミュレータ GUI ウインドウのメニュー表示やウインドウ/ダイアログ名が英語

表示になります。同様に日本語版以外の OS がインストールされているホスト･マシンを使用する場合，言語

/地域設定が日本語/日本に設定すると，シミュレータ GUI ウインドウのメニュー表示やウインドウ/ダイアロ

グ名が日本語表示になります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 



 

 

ご注意書き

1. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説明するものです。お客様の機器・システムの設計におい

て、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用する場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因して、お客様または第三

者に生じた損害に関し、当社は、一切その責任を負いません。

2. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するものではありません。万一、本資料に記載されている情報

の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合においても、当社は、一切その責任を負いません。

3. 本資料に記載された製品デ－タ、図、表、プログラム、アルゴリズム、応用回路例等の情報の使用に起因して発生した第三者の特許権、著作権その他の知的財産権

に対する侵害に関し、当社は、何らの責任を負うものではありません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許

諾するものではありません。

4. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。かかる改造、改変、複製等により生じた損害に関し、当社は、一切その責任を負いません。

5. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」および「高品質水準」に分類しており、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使用されることを意図しております。

標準水準： コンピュータ、OA機器、通信機器、計測機器、AV機器、

家電、工作機械、パーソナル機器、産業用ロボット等

高品質水準：輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、

防災・防犯装置、各種安全装置等

当社製品は、直接生命・身体に危害を及ぼす可能性のある機器・システム（生命維持装置、人体に埋め込み使用するもの等）、もしくは多大な物的損害を発生さ

せるおそれのある機器・システム（原子力制御システム、軍事機器等）に使用されることを意図しておらず、使用することはできません。たとえ、意図しない用

途に当社製品を使用したことによりお客様または第三者に損害が生じても、当社は一切その責任を負いません。なお、ご不明点がある場合は、当社営業にお問い

合わせください。

6. 当社製品をご使用の際は、当社が指定する最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件その他の保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製

品をご使用された場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。

7. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めていますが、半導体製品はある確率で故障が発生したり、使用条件によっては誤動作したりする場合がありま

す。また、当社製品は耐放射線設計については行っておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害等を生じさせ

ないよう、お客様の責任において、冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージング処理等、お客様の機器・システムとしての出荷保証

を行ってください。特に、マイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、お客様の機器・システムとしての安全検証をお客様の責任で行ってください。

8. 当社製品の環境適合性等の詳細につきましては、製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用に際しては、特定の物質の含有・使用を規制する

RoHS指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に

関して、当社は、一切その責任を負いません。

9. 本資料に記載されている当社製品および技術を国内外の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器・システムに使用することはできません。ま

た、当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の目的、軍事利用の目的その他軍事用途に使用しないでください。当社製品または技術を輸出する場合は、「外

国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところにより必要な手続を行ってください。

10. お客様の転売等により、本ご注意書き記載の諸条件に抵触して当社製品が使用され、その使用から損害が生じた場合、当社は何らの責任も負わず、お客様にてご負

担して頂きますのでご了承ください。

11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを禁じます。

注1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレクトロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数

を直接または間接に保有する会社をいいます。

注2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注１において定義された当社の開発、製造製品をいいます。

■営業お問合せ窓口

■技術的なお問合せおよび資料のご請求は下記へどうぞ。
　総合お問合せ窓口：http://japan.renesas.com/contact/

ルネサス エレクトロニクス販売株式会社　〒100-0004 千代田区大手町 2-6-2（日本ビル） (03)5201-5307

© 2013 Renesas Electronics Corporation. All rights reserved.
Colophon 2.0

http://www.renesas.com
※営業お問合せ窓口の住所・電話番号は変更になることがあります。最新情報につきましては、弊社ホームページをご覧ください。
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